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【研究の背景・目的】 

シミュレーション、センシングの統合による「広
域被害把握技術」を深化させ、巨大地震津波による
人的・物的被害推定量から被災地の医療救護需要の
質と量を即時的に推定するとともに、日々変化する
被災地の医療活動状況を入力としたマルチエージェ
ントシミュレーションによる災害医療・支援活動の
予測・更新・意志決定を通じて、医療資源が圧倒的
に不足する、不確実状況下での最善の医療体制を明
らかにする。一連の広域被害把握技術と災害医療シ
ミュレーションシステムの融合により、分析・意志
決定機能をもつ「災害医療支援システム」を構築し、
災害救急医療情報システム等と連動して運用するこ
とで、災害医療支援の革新を目指す。 
 

【研究の方法】 
災害医療支援の革新という目的・目標を達成する

ために、以下に列挙する 5 つの課題に取り組む。 
(1) 広域被害把握の深化により、全国規模での高分解

能津波浸水リアルタイム予測と災害拠点病院・建

物被害の即時予測および能動型センサの活用によ

る広域被害把握を実現する。 
(2) 浸水域内の動的な人口の推定に基づく被災者数

の高度推定手法を構築し、浸水域内の滞留人口と

人的被害の関係を明らかにする。 
(3) 建物被害・人的被害と医療需要との因果関係を明

らかにし、災害直後の被害情報と医療施設の状況

を説明変数として、傷病者数、必要病床数、搬送

者数および必要な医療資源を統計的に推計する手

法を開発する。 
(4) 初期の被害推定情報および広域災害救急医療情

報システムの情報を入力条件として、マルコフ決

定過程に基づく災害医療・支援活動の予測・更新・

意志決定を行うマルチエージェントシミュレーシ

ョンシステムを開発し、医療救護班の適時・適材・

適所の配備の条件を明らかにする。 
(5) 広域被害把握技術と災害医療支援のシミュレー

ションシステムの融合により、分析・意志決定機

能を持つ革新的な「災害医療支援システム」を構

築し、現行の災害救急医療情報システムと連動し

て災害医療現場で活用するための方策を検討する。 

 
図 1 研究体制図 

 
【期待される成果と意義】 

東日本大震災以上の激甚な被害が予想される国難
災害（南海トラフの巨大地震・津波）を目前にし、
数十万人を超えると予想される被災者が早期に生活
の安定を取り戻すために、理学・工学・医学が連携
して、災害・被害予測の技術を革新的な災害医療支
援の技術へと創生する点が本研究の特徴である。災
害医療資源の質・量が圧倒的に不足する・不確実状
況下での最善の医療体制の構築に関する分野横断型
研究は国家的に重要な課題であり、学術的には未成
熟である。本研究の成果は、被災地での災害医療の
高度化に向けた取り組みに資するものであり、被災
地の回復力を高める実践的な研究を指向する点が本
研究最大の意義である。 
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